衣服用語の100年　一衣服史研究の諸問題と衣服産業の概念化- by 岩本 真一






















































に至るまで職員の部署は異動が激しい(阿部猛編『増補改訂 日本古代官職事典』同成社、 2007年， rは
しがき」参照のこと)が、大まかには、紡績部門は「糸所J 、織物部門は「織部司」に限定されているの











井能『日本被服文化史~ (光生館、 1968年)、山名邦和『日本衣服文化史要説~ (関西衣生活研究会、 1983




衣服用語の 100 年一衣服史研究の諸問題と衣服産業の概念化一 77 
また、産業革命の一環として衣服産業の勃興を想起した場合、生産財(ミシン)の開発・生
産は19世紀中期に集中し、前世紀、すなわち18世紀に進化を遂げた紡績機や力織機に比して大
きく遅れた 3。そもそも、紡績機やカ織機は、 3 部分から構成される道具としての前史を備え
ている。すなわち、①直接に作業を行なう部分、②それを可能にさせる機構部分、③動力を伝
























開発された総体をもって繊維産業全体の自動化が完成したとみる観点もある (Don Bissell, "The First 





































7隼梅『人文中国有系 中図版怖 J (五洲伝播出版社、北京、 2004年、 16頁)。













































欧人のキモノ認識J W国立民族学博物館研究報告.ll 8 巻 4 号、民族学振興会， 1983年 12月号、 709ページ)。
詳細は、当該論文を参照のこと。


















































た。日本の衣服文化をまとめた諸研究は、「着物J であろうと「キモノ J であろうと、いわゆる
「和服」が伝統性を有する衣服であるという前提に立っている。あるいは、数百年間着用され
てきたという漠然とした前提に立っている。また、研究の大半が19世紀中後期までを対象とし




























































































26加藤定子『中央ユーラシア古代衣服の研究 立体構成の起源について』源流社、 2002年、 326ページ。
27深井晃子『ファッション・キーワード』文化出版局、 1993年、 28ページ。
田他にも、生活文化論では、佐々井啓・篠原稔子他編『生活文化論~ (朝倉書店、 2002年、 8~11ページ)










は「まく(巻く) J であり、 1 枚の布を身体に巻いて着る方法である。辻原の分類では巻衣形式
にあたる。 2 点目は、「あな(穴) J であり、これは、布に穴を作り、その中に身体の一部(頭、
腕、足など)を通して着る方法とされている。貫頭衣をはじめとする基本的なパターンである。
3 点目は、「わ(輪、または筒) J と名づけられており、布を一本の縫目で繋ぎ、身体を中に入
れる方法である。この田中の区分は、辻原区分で巻衣形式に対し縫合が施されたものだと考え




代風の呼び方で大きくまとめると、 1~3 点、はワンピースやスカート、 4 点目はスカートやズ
ボンである。
③ 千村典生による区分31
西洋服飾史の観点から、千村は以下のような 4 区分を行なっている。 1 点目に巻衣型、 2 点
目に貫頭衣型、 3 点目に前開衣型、 4 点目に体型適合裁縫型である。 1 点目は辻原区分による
懸衣型のうち巻衣形式に該当するもので千村の用意する別用語ではドレーパリー型 (drapery)












31千村典生『ファッションの歴史』新訂増補、平凡社、 2001年、 2 ページ。
32この節は主に高田倭男(前掲書)を参照した。
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34 r近世J の形態を長期にわたり踏まえたと考えられる仕事着については、古代から「寛衣型j と「貫頭
衣型J 双方が多様に存在したと考えられる。 19世紀末においても、一部の野良着は「貫頭衣型J であっ
たという。詳細は以下を参照のこと。福井貞子『野良着』法政大学出版局、 2000年。



































39大丸弘「現代和服の変貌ーその設計と着装技術の方向に関してJ (W国立民族学博物館研究報告~ 4 巻 4
号、民族学振興会、 1979年12月号)、同「現代和服の変貌E一着装理念の構造と変容J (向上、 10巻 1 号、
千里文化財団、 1985年 7 月)。
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まず、 2006年に刊行された鍛島康子『アパレル産業の成立ーその要因と企業経営の分析~ 43 
によると， rアパレルJ (apparel: 衣服)が英語では古語とされているものの、 rclothingJ や








41湯献斌繍『立体与平面 中西服怖文化比絞J (中国幼銀出版社、北京、 2002年)、冷芸『裁縫的故事-JA
















































































































Valerie Steele, "Fetisch : Mode, Sex und Macht" , Berlin Verlag, 1996. が代表的研究として挙げられ
る。
54いわゆるcoo研究の歴史をふまえ、多国籍工程をはじめとする企業側のグローパル化と各地の消費者動
向の関連を要約した研究として、朴正株「グローバル・プランドにおけるカントリー・オブ・オリジン
の影響サプカントリー・オブ・オリジン研究の系譜と課題J (早稲田大学大学院商学研究科『商学研究科
紀要』第65号、 2007年)が明瞭な説明を行なっている。
45 
92 岩本真一
「洋服」とよばれ、 20世紀最後の四半世紀には単に「服」という一語にまで簡略化された事態
をも第三基準の一環として考える。
今後の課題として、衣服産業史を通じた第三基準の出現要因や維持要因について有機的に説
明していく作業が重要である。このシステムの解明には生産と消費を分離しては難しい。また、
第三基準の解明に向けて、 19世紀までの中国語・日本語の融合的な衣服用語のもと、 20世紀初
頭にカタカナ化した側面を踏まえ、 21世紀の衣服史は消費・文化面に産業史的側面を加味した
分析手法や観点、が必要となる。また、産業的側や用語的側面、それに現物への関心や形態への
注視から、衣服史における二分法的説明方法を乗り越えるきっかけを模索する必要がある。経
済学的にいえば生産と消費の分断を可能な限り避ける、あるいは接続させる観点も重要である。
もっとも、用語には漢字やアルファベットを間わずともダイナミズムがあり、他方で、製造や
物流には相応の醍醐味が存在する。しかし、文化史・社会史と産業史・経済史の求離こそが20
世紀の学問史が抱えた問題である以上、統合の重要性も忘れてはならない。
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